
 

～幼児に関わる教師と保護者へ贈る教育書～ 

 

こどもの生きる力を育む 
 

        
体育は人としての営みの基礎となるもので、 

単に体力的なものだけではなく、 

心の成長に関したものであり、 

児童期の半ば（10 歳頃）までには、 

神経系の発達も含め 

大きな役割をしめることになります。 
 

       第一章≪運動の持つ意味≫より                                

 

発行所 一般社団法人 こども体育研究舎 

制作協力  エイチエス株式会社 

※ご購入を希望される方は電話にてご連絡ください。 

 

こども達の成長過程の真の姿を知り、未来を構築するために形成されていく

成長の道のりを理解して欲しいと願い、幼児体育の指導書から書き下ろした

『幼児体育指導書』 ～幼稚園教育要領解説準拠～ 

～著者紹介～ 

 

遠藤 活美 
 

一般社団法人 こども体育研究舎 理事長 

 

えんどう  かつみ 


